
 

　様々な個性を持つ児童生徒が、安心して学校生活を送ることができる学級にするた
めには、一人一人に自己肯定感を育んでいくことが大切です。日々の学習や生活の中
で、お互いの取組みのよさを認め合える経験を積ませていくことが必要になります。
具体的にどんなふうに取り組んでいけばいいのか、それを学習や生活のきまりとして
わかりやすく示すことにより、一人一人が安心できる状況をつくり出していきます。

　配慮を要する児童生徒にとって、何をどうしたらよいかわからない学習状況は、居
心地が悪く不安を感じさせます。また、集中力や意欲を低下させ、学びを困難にしま
す。
　言葉の指示だけでは伝わりにくい児童生徒に対しては、学習活動のきまりをわかり
やすく伝えることが必要です。学級全体にとっても、必要なきまりを振り返りやすく
なるため、学習活動の質の向上が期待できます。
　小学校では低学年のうちから、中学校、高等学校では１学
年の早いうちから、継続的に定着を図りましょう。

■学級の実態に合わせて、その学習活動において、何をどの
ようにすればよいのかを端的な表記で掲示する。

　・友だちの考えと比べて発言しよう。「～さんの意見に賛
　成（反対）です。その理由は、～だからです。」

■発達段階に応じて、言葉の指示だけでなく、絵や文字を組
み合わせてわかりやすくする。

＜学習活動のきまりの示し方　例＞

 　配慮を要する児童生徒にとって、何をどうしたらよいかわからない生活状況は、居
心地が悪く不安を感じさせます。また、トラブルの要因にもなり、生活を困難にしま
す。
　言葉の指示だけでは伝わりにくい児童生徒に対しては、学級生活のきまりをわかり
やすく伝えることが必要です。学級全体にとっても、必要なきまりを振り返りやすく
なるため、安心できる生活につながり、生活の質の向上が期待できます。
　小学校では低学年のうちから、中学校、高等学校では１学年の早いうちから、継続
的に定着を図りましょう。

■学級の実態に合わせて、その生活行動におい
て、何をどのようにすればよいのかを端的な表
記で掲示する。

　・授業３分前に、着席・学習準備! 
　・教室清掃の手順（１窓開け　２はく　３ふく
　４机運び）

■発達段階に応じて、言葉の指示だけでなく、絵
や文字を組み合わせてわかりやすくする。

＜学級生活のきまりの示し方　例＞

UD
視点 2 学習や生活のきまり

児童生徒の困っている状況 UDの視点による支援や配慮のポイント児童生徒の困っている状況 UDの視点による支援や配慮のポイント

①　学習活動のきまりをわかりやすく定めて指導している。
　（「聞くこと」、「話すこと」、「書くこと」など）

話が聞けない、発表がうまくできない、ノートがうまく取れない 

②　学級生活のきまりをわかりやすく定めて指導している。
　（時間のきまり、清掃や昼食時のきまりなど）
 

時間を守って行動できない、清掃や昼食時の係がうまくできない 

きまりの掲示（小学校）

当番表の掲示（小学校）



　学級担任と教科担
任の学習活動のきま
りが異なることによ
り、生徒が迷う場合
も考えられます。
　年度当初や日頃の
情報交換を密にする
必要があります。

＜中学校や高等学校＞

　学級担任がほとん
どの教科の授業を受
け持ちます。
　教科担任は、学級
担任に授業中の児童
の様子を伝えながら
指導をしていく必要
があります。

＜小学校＞

２ 

学
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や
生
活
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学
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や
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活
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■　　　　　
＜きまりの評価と見直し方　例＞

　児童生徒の実態は変化していきます。①②については、成果が出ている場合とそう
でない場合があります。定期的（１日、１週間、１ヶ月、学期ごとなど）に、児童生
徒の定着の様子を把握することが大切です。
　きまりを指導していく過程において、児童生徒とともに、きまりの評価と見直しを
意識しながら進めてみましょう。

　教科担任は、学級の実態や学級担任の意図を十分に把握した上で、教科の特性に合
わせた学習活動のきまりを考えることが大切です。

成果あり 決まりの継続

決まりの終了

次の段階へ移行

■　　　　　成果なし 決まりの継続

決まりの修正

見直しを重ねたきまりの掲示（中学校）

学習プリントに示した教科のガイダンス（中学校）

③　①②について、児童生徒の実態を振り返り、必要に応じて見直しを
　図りながら指導している。

きまりが守られていない、そのきまりは身についたがまだ課題は残っている

④　担当教科の学習活動のきまりは、学級・学年・学校のきまりを踏まえて、
　わかりやすく定めて指導している。

担当教科の学習のきまりを定めたが、①③と同じように児童生徒が困っている

教科担任




